
久保田　真紀（くぼた　まき）
社会福祉士、保育士。都道府県社会福祉協議会にて、法人の経営基盤強化や施設の運営に向けた支援のほか、当事者活動支援、福祉教育に
かかる業務に従事。現在は、㈱川原経営総合センターにて、法人・施設等の設立、運営支援、職場内環境改善に向けた調査分析などに携わる。Profile

プロフィール

コミュニケーション
︱向︱上︱委︱員︱会︱

　今回からは、中堅職員に求められ
るコミュニケーション能力について
考えてみたいと思います。中堅職員
の捉え方についても、職場の考え方
や規模等により異なってくると思い
ますが、ここでは、入職しておおむ
ね３年を経過し、主任や課長などの
役職についていない、いわゆる「ベ
テラン職員」といわれる方々をイメ
ージしながら、コミュニケーション
における問題点や改善に向けた取り
組み方について考えていきます。

＊　＊　＊　＊　＊
　中堅職員は、職場内のコミュニケ
ーションにおいては、サービスの質
を高めるという視点からも、よりよ
い組織づくりを進めていくという視
点からも、要のポジションにあると
いえます。一方、とくに福祉施設や
病院などの場合、こうした職員の多
くは、職場内における位置づけや役
割が明確になっていないことも少な
くないため、職員個々の心構え次第
で、仕事に対する姿勢や取り組み方
に差が生じがちです。
　こうした動きは、よいサービスづ
くりや職場づくりに結びつけば問題
ありませんが、そうでない場合は仕
事に対する意欲や関心が低下し、「伸
び悩み」へとつながっていきます。
中堅職員にありがちな「伸び悩み」
についてご紹介します。

新しいことへの挑戦を
避けてしまう

　入職してしばらくの間は少しでも
多くの経験や知識を得ようと、どの
ようなことでも意欲的に取り組むこ

とができます。しかし、ある一定の
経験や知識を積んでしまうと、逆に
それが仇となって失敗することが怖
いと感じてしまうことがあります。
　挑戦を避けるということは、せっ
かく身に付けた経験や知識がブラッ
シュアップされないばかりか、組織
にも反映されず、せっかくのマンパ
ワーを活かすことができなくなって
しまいます。

努力が続かない・
苦手なことを後回しにしてしまう
　中堅職員になると、仕事もある程
度そつなくこなせるようになります
し、ルーティンの仕事や現場であり
がちな事例であれば、だいたいの結
果（先の見通しや展開の行方、落と
しどころ）が見通せるようになりま
す。見通しを立てるということは大
変よいことではありますが、反面、
好奇心や探究心が薄れてしまうた
め、やるべきことを達成する前に程
よいところでまとめてしまう、あるい
は、やるべきことを後回しにしてし
まうということも起こりがちです。

コミュニケーションを
避けたくなってしまう

　自分より目上の方に対して物事を
伝えたりすることが多かった新人職
員時代と比べ、中堅職員には後輩や
先輩など上下の関係性を意識したコ
ミュニケーションが求められます。
利用者だけでなく、家族や地域社会、
関係機関・団体との接点としての役
割もますます増してくることから、
横の関係性も意識する場面が多くな

ってきます。
　話す人ごとに、「いつ・何を・どの
程度・どんな風に・どの場面で」伝
えていけばよいのか、また、話を聞
く場合は、相手の言葉の意味や潜在
する真意をどのように汲み取ればよ
いのか、迷い始める時期でもありま
す。責任が増していく世代でもあり
ますので、迷いが不安、不安が恐怖
になり、過度にコミュニケーション
の機会を避け、孤立してしまうこと
があります。

＊　＊　＊　＊　＊
　中堅職員は職場の中心的な存在で
あるが故に、こうした状況に陥ると、
本人のみならず他の職員にもさまざ
まな形で影響がおよびます。問題解
決に向けては個々の職員にアプロー
チすることも一考ですが、職場内の
コミュニケーションを上手く活用す
れば、中堅職員が一人で悩みや不安
を抱えることなく改善へと結びつけ
ることができるとともに、組織全体
の力にもつなげやすくなります。
　次回から、「伸び悩み」を改善して
いくためのポイントと、コミュニケ
ーションを通じた中堅職員との関わ
り方について考えていきます。

株式会社川原経営総合センター　経営コンサルティング部門       久保田  真紀

中堅職員に求められる
コミュニケーション能力第29回

19 ●WAMー2018.8 WAMー2018.8 ●18


